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式⑳および⑱を式㈲に代入すれぽ，周波数fが19．3kHzにおける損傷量の関係式が求ま
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m・xMD・R・f－・19．・kHz－Si・1・1，×器（・・w3）・×・・p（2叢隔一1・一・vmc2）………㈱
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磁わい振動キャビテーション試験法による損傷と材料の機械的性質との相関
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図25周波数fが22kHzにおける実験値と理論値との関係
　各周波数fにっいては，式㈱と式㈲とを対比すれぽ明らかなように，瓦fがさらにかかわ
るものであって，式⑳の定数項P、がこれに対応する。よって，各周波数fによって得られ
たP、／fとfとの間には，図21に示すように，双曲線表示が可能となる。そこで，B，，　B2，
B8を定数として，両老の関係を
　　÷一矯f…・………・……一………・…・…・…………・……………………一・㈱
とおいて，上式が成立する定数を図21より数値計算によって求めれぽ，次のような関係式が得
られる。
　　÷－5・　85×書孟鼎贋・……一………・…一…………・・……………・……？4
　式㈲の右辺は，式働の定数瓦に相当するものであるが，定数とはならずfの関数となる。
これは，nとR、を定数としたことに基づくものであって，これらもfの関数で表わされる
ものと推察される。
　式㈱を式㈱の定数項に代入し，さらに，max　MDPR＊の単位をmm3／Mm2／minで表示す
れば，次の式が得られる。
　　m・xMD・R・一（5．85×10－i2－1．93×IO－6f　　　　f－1．13x10，）響・
　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　・xp（2・1E9　Vm・、－1・一・・Vm・・　　2aω3）・…・・…・………一…・……・……・……・……es
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4－18
磁わい振動キャビテーション試験法による損傷と材料の機械的性質との相関
　図22～25には，実験より求めたmax　MDPR＊‘e。P｝と式㈲より求めたmax　MDPR＊｛tn｝の
関係を種々の周波数fについて示す。なお，図25には周波数が20kHz，全振幅が20μmに
おけるTichlerら12）の結果も併せ示した。
　図22～25より明らかなように，式㈱による理論損傷量は，低周波数の時に多少実験値とのぼ
らつきもあるが，全般的に，かなり良く実験結果と一致している。ここで，図25中のTichler
らの結果は，ρ。＝7．8×103kg／m8，試験面直径16mmとして計算したものである。同氏らの
皿形試験片（外径16mm，内径12mm）によって得られる損傷量は，　S、。形試験片13，による結
果に対応するだろう。とすれぽ，図25中のmax　MDPR＊は少し高くなるだろう。
5．結 論
　磁わい振動キャビテーション試験法の直接法によって得られる各種試験材料の信頼性の高い
試験結果，ならびに損傷の機構および損傷と材料の機械的性質との相関を究明することを目的
として次の研究を行った。すなわち，本試験法における損傷機構を解明し，それを模型化した
仮定に基づいて，試験材料の最大平均損傷率を，材料の機械的性質ならびに試験周波数および
振幅を用いて推算する半経試験を理論的に導いた。それは材料の機械的性質によって定義され
る臨界衝撃速度Vmcを用いて次式で示される。
　　max・MD・R・一（5．85×10－12一互．93×10－6f　　　　f－1．13×104）6×wwgef（a，w・s）2×
　　　　　　　　　　　　　4　　 　　 　・xp（2・IE写レ㍗η‘8－10－3　Vmc2　　2aω3）
ここに，
　　Vmc＝　σB
　　　　　ρoCo
　max　MDPR＊；最大平均損傷率mm3／mm2／min，　f；周波数Hz，2a；全振幅m，　Vmc；
臨界衝撃速度m／s，σB；引張強さN／m2，　E；縦弾性係数N／m2，ρ。；密度kg／ms，　C。；音
速m／s
　終に臨み，本研究に関して御懇切な御指導を賜りました東北大学高速力学研究所村井等教授
に深く感謝の意を表します。
　また，同研究所島章教授，大場利三郎教授，工学部機械工学第2学科前川一郎教授ならびに
高速力学研究所庵原昭夫講師より種々適切なる御助言を頂きました。ここに記して深く感謝致
します。
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